
別紙２ 展示棚 詳細

①ケース

①、②共通
・上図のサイズを目安として、指定した場所に設置できること
・市庁舎の機能（通気口、ブラインド等）を妨げないこと。

①ケースについて
・材質はガラスまたはアクリルであること。ガラスの場合は高透過ガラス、アクリルの
場合は透明またはガラス色とし、視認性が良好であること。また厚みはともに5mm
以上であること。

・エアタイト機能は備えなくても良いが、防湿対策を施してあること。
・ケースの背面（奥側の面）はガラスまたはアクリルではなく、背部掲示板と一体で
あっても良い。

・ケースの内寸は鳥取砂丘砂のジオラマ（W1200 X D550 X H350mm）や、泡盛の甕
（H400mm）を展示できるものであること。
・展示台を移動させることなく、ケースの開閉を行え、前項の鳥取砂丘砂のジオラマを
搬入・設置することができる、ケースの開閉方法を提案すること。また、開閉する際
に必要な器具等があれば、それも用意すること。

・ケースの開閉方法が跳ね上げ式の場合は、開閉の際の指詰め防止のため、緩衝装置が
設置されていること。

・施錠できること。
・ケースの内装（底面）は展示物が見えやすい色や、加工を施すこと。ただし鳥取市に
ついては鳥取砂丘ジオラマを展示するため、内装は特に必要ない。

900mm~
1100mm

～1375mm

～585mm

②展示台



②展示台について
・本体は木製とし、表面は化粧板仕上げとすること。
・耐重量は50㎏以上とすること。
・重量用キャスター付きアジャスタ等、展示台の移動と固定が可能であること。
・転倒防止などの安全対策について提案すること。


